
 

                       学 ⻑ 定 例 記 者 会 ⾒ 要 項 

⽇  時： 令和元年７⽉２５⽇（⽊） １１：００〜１１：４５ 

場  所： 法⼈本部第⼆会議室（⼩⽩川キャンパス法⼈本部棟４階） 
 
    発表事項   

1. 2019年6⽉⼭形県沖地震の被害に関する調査を実施（速報） 
〜墓⽯の変位や転倒に着⽬ 局所的な震度の強さを考察〜 

2. 蔵王の樹氷（アイスモンスター）に関する新知⾒ 
〜温暖化要因の分析と⾶来物の起源・⾶来経路解析〜 

3. ⼭形⼤学クラウドファンディング第2弾 
〜90 年ぶりに再会した左脚を接合し結髪⼟偶を⽴ち上がらせたい！〜 

4. ⼭⼤⽣が最上義光歴史館で特別展を実施 
〜連携展「⼭形めめめ〜江⼾のトレンドランキング」が開幕しました！〜 
 

  お知らせ   

1. 「⾼⼭岩男⽂庫」を⼩⽩川図書館で展⽰しています 

2. 第21回基盤教育ワークショップの開催について 

3. ⾼校⽣対象『⽣物の多様性を考える−⼟壌微⽣物・植物・昆⾍間の相互作⽤
−』を鶴岡キャンパスで開催 

4. アフリカ地域の農業関係者が⼭形⼤学農学部で研修を開始 

5. ⼩学⽣対象「夏だ！科学体験教室」を庄内で開催 

6. 地域教育⽂化学部公開講座「ウォータレス・リトグラフ体験」を開催 

7. シンポジウム「『昭和』を⽣きた台湾⻘年 王育徳」開催 
 
 

（参 考） 
○ 次回の学⻑定例記者会⾒（予定） 

⽇  時：令和元年９⽉５⽇（⽊） １１：００〜１１：４５ 
場  所：法⼈本部第⼆会議室（⼩⽩川キャンパス法⼈本部棟４階） 
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1. 2019 年 6 ⽉⼭形県沖地震の被害に関する調査を実施（速報） 

〜墓⽯の変位や転倒に着⽬ 局所的な震度の強さを考察〜 
学術研究院准教授（地質学・古⽣物学）   本 ⼭
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2. 蔵王の樹氷（アイスモンスター）に関する新知⾒ 
〜 温暖化要因の分析と⾶来物の起源・⾶来経路解析〜 
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3. ⼭形⼤学クラウドファンディング第 2 弾 
〜90 年ぶりに再会した左脚を接合し結髪⼟偶を⽴ち上がらせたい！〜 
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4. ⼭⼤⽣が最上義光歴史館で特別展を実施 
〜連携展「⼭形めめめ〜江⼾のトレンドランキング」が開幕しました！〜 
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配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）7⽉25⽇ 

2019年6⽉⼭形県沖地震の被害に関する調査を実施（速報） 
〜 墓⽯の変位や転倒に着⽬ 局所的な震度の強さを考察 〜 

 
【本件のポイント】  

●⼭形県鶴岡市から新潟県村上市府屋の沿岸地域において、墓⽯の変位 
や転倒に着⽬した地震被害の調査を、本学の研究グループが実施。 

●⼩岩川地区（鶴岡市）の墓地で墓⽯の転倒率が最も⾼く、局所的に震
度6強の揺れが⽰唆、地形による地震動の増幅の影響が考えられる。 

●由良地区と⼤⼭地区（いずれも鶴岡市）の墓地においては、震度6弱の  
揺れが⽰唆され、震源から離れた⼤⼭地区での強い揺れは、1964年の 
新潟地震のケースと共通する。 

 
【概要】 

2019 年 6 ⽉ 18 ⽇ 22 時 22 分に⼭形県沖の⽇本海を震源とするマグニチュード 6.7 の地震が発⽣し、⼭形県内
では鶴岡市で震度 6 弱の揺れが観測された。⼭形県・新潟県・秋⽥県の各地で家屋の損壊、塀の倒壊、液状化、
墓⽯の転倒などの被害が発⽣した。 

⼭形⼤学学術研究院の本⼭功 准教授（地質学・古⽣物学）の研究室では、翌 19 ⽇と 22 ⽇、23 ⽇および 7 ⽉
10 ⽇に鶴岡市から新潟県村上市府屋にかけての沿岸地域⼀帯において被害状況を調査し、特に墓⽯の変位や転
倒状況のデータを収集した。今回の調査では、和型墓⽯の転倒率に着⽬して震度を推定し、震度マップを作成す
るとともに、局所的に地震動を増幅させた要因についても考察した。 

 
【墓⽯と地震学 ‒なぜ墓⽯に着⽬したのか- 】 

国内の墓⽯は形状や材質がおおむね共通しており、また墓地は地震計の設置点に⽐べて数多く⾼密度に分布す
る。これらの理由により、墓⽯の変位（並進、回転、転倒）は同⼀基準で広域的な被害状況の⽐較や地震動の解析
に有益とされる。例えば、直⽅体の形をした和型墓⽯の転倒率は震度の⽬安となることが知られている。 

 
【調査結果】 

⼩岩川地区（鶴岡市）の墓地において、局所的に50%を超える転倒率が認められ、震度6強の揺れが推定され
た。これは⼭地形の尾根部において地震動が増幅されたためと考えられる。51の調査地点のうち3地点（⼤⼭、由
良／鶴岡市、府屋／村上市）で6弱、8地点（⼤⼭、⼭五⼗川、槙代、⼩国／鶴岡市、岩⽯／村上市など）で5強の
震度が推定された。残り39地点は、震度5弱以下と推定される。1964年の新潟地震の際も、震源から離れた⼤⼭地
区において周辺よりも被害が⼤きかったことが知られており、類似したメカニズムで発⽣した今回の地震でも同様
の傾向が認められた。 

⼩岩川地区は震源に最も近いことから家屋や墓⽯に著しい被害が⽣じたと考えられるが、近隣の⼤岩川や⿏ケ関
における墓⽯転倒率はほぼ0%であり、⼩岩川地区を襲った強い揺れが局所的であったことが改めて⽰された。⼀
⽅、地震計により震度6弱が計測された温海川付近における墓⽯転倒率は0%（推定震度5弱以下）であり、計測震
度と推定震度に開きが⽣じた。 

 
お問い合わせ    

学術研究院准教授 本⼭功（地質学・古⽣物学） 
TEL 023-628-4776 メール i-motoyama@sci.kj.yamagata-u.ac.jp 

（ ） 













配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 
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PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）7⽉25⽇ 

⼭形⼤学クラウドファンディング第2弾 
〜90年ぶりに再会した左脚を接合し結髪⼟偶を⽴ち上がらせたい！〜 

【本件のポイント】  
●結髪⼟偶の左脚接合のためクラウドファンディングをスタートしました。 
 期間は2019年7⽉22⽇(⽉)〜9⽉20⽇(⾦)まで。⽬標⾦額は160万円です。 
●⼭形⼤学では2回⽬、附属博物館では初めての挑戦です。 
●達成すればこれまで不明であった⼟偶の内部や結髪⼟偶の全体像が明らかに

なります。 

【概要】 

 ⼭形⼤学附属博物館の代表的な収蔵資料である結髪⼟偶(※1)は⼤正時代末頃寒河江市の⽯⽥遺跡(※2)より出⼟し
ましたが、⻑らく脚部の存在は不明のままでした。しかし、郡⼭⼥⼦⼤学短期⼤学部會⽥容弘教授の指摘により
寒河江市所蔵の⼟偶脚部(安達宣也⽒寄贈考古資料)が結髪⼟偶の⼀部であることが分かりました。その後、寒河
江市より左脚を寄贈いただき、上半⾝と並べて展⽰しています。 
 実際に上半⾝と左脚を合わせてみた際、過去の復元箇所が邪魔になることが分かりました。クラウドファンデ
ィングは、この箇所を取り除き、脚を接合することを⽬的として⾏います。また、⼀度古い修復箇所を解体し、
クリーニング・顔料の調査を⾏います。そして、皆様の⼒で⽴ち上がった姿でまたお客様をお迎えするため、専
⽤の展⽰台を作成します。 

【背景】 
当該結髪⼟偶は、寒河江市の⽯⽥遺跡より出⼟し、⼤正末頃寒河江の⼤地主安達⼜三郎が所蔵していました。同

じく、脚部も安達⼜三郎が収集したことが分かっています。そして、上半⾝は⻄村⼭郡教育会の郷⼟博物館へ、脚
はそのまま所蔵者の家に伝わりました。その後、上半⾝は⻄村⼭郡教育会から⼭形県教育会の郷⼟博物館、そして
⼭形師範学校の郷⼟室（⼭形⼤学附属博物館の前⾝）に移り、脚は寒河江市に寄贈されました。 

昨年 7 ⽉、郡⼭⼥⼦⼤学短期⼤学部教授 會⽥容弘⽒の指摘により、寒河江市所蔵の⼟偶脚部が本学所蔵の結髪
⼟偶の⼀部であることが断⾯の状態や腰の刺突⽂（※3）が脚に続いている点などから分かりました。 

 
【調査・接合】 

 ⼀度古い修復箇所を全て解体し、付着している泥や汚れを取り除きます。今まで表に出てこなかった⾚⾊顔料
が⾒え⼟偶表⾯がよりクリアになります。また、⾸回りの修復箇所を解体することで、X 線 CT で写った頭部の空
洞を⾒ることができ、⼟偶の制作⽅法を探ることができます。 

そして、⽯膏を除去することで、発掘当初の姿に戻すことができ、脚との接合が⾏えます。 
   

【今後の展望】 
 現在、結髪⼟偶は「令和元年度 寒河江市埋蔵⽂化財フェア 結髪型⼟偶、⽴ち上がる」(7 ⽉ 25 ⽇(⽊)〜8 ⽉
6 ⽇(⽕))に展⽰中です。当館結髪⼟偶の故郷で地元の皆様に上半⾝と左脚がそろった姿をご覧いただけます。 
 クラウドファンディング達成後は、約半年をかけて調査・接合を⾏います。その後、⽴ちあがった姿で展⽰する
ための展⽰台を作成し、結髪⼟偶の来歴や新たに分かったことと共に博物館に常設展⽰します。 
 
 
 
 
 
 
 

お問い合わせ    
⼩⽩川キャンパス事務部総務課 ⼭形⼤学附属博物館（押野美雪） 
TEL  023-628-4930  メール hakukan＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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※⽤語解説  
１．結髪⼟偶：頭部が髪を結ったような形をしている⼟製⼈形。縄⽂時代晩期、遮光器⼟偶の後に出現する。 
２．⽯⽥遺跡：寒河江市⽯⽥の JR 左沢線⽯⽥踏切付近。⼤正 10 年村⼭軽便鉄道(左沢線)の線路敷⼯事にて縄⽂

時代や弥⽣時代の遺物が⼤量に出⼟、その後昭和 44 年に村⼭⾷品株式会社(現サンヨー⽸詰株式会
社)の⼯場拡張⼯事現場から遺物が出⼟。昭和 55 年には⽯⽥遺跡の畑地で宅地造成のための⼯事で
弥⽣時代の再葬墓が発⾒された。 

３．刺突⽂：棒状の道具で突いてできる⼩さなくぼみの⽂様。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 















※裏⾯へ続く 
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プ レ ス 通 知 資 料               （概 要） 
令和元年(2019 年)7 ⽉ 25 ⽇ 
⼭ 形 ⼤ 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 
 
 

1. 「⾼⼭岩男⽂庫」を⼩⽩川図書館で展⽰しています 
⾼⼭岩男⽒は⼭形市出⾝の哲学者です。昨年、本学職員であったご⼦息（S45退職）から、44点の著作

を⼩⽩川図書館に寄贈いただきました。10⽉末まで専⽤コーナーを設置し、展⽰しています。 
 
 

2. 第21回基盤教育ワークショップの開催について 
⼤学教育の発展を⽬的として平成11年から開催しているワークショップ。今年は、農業⽤ロボット・AI

技術研究の第1⼈者である北⾒⼯業⼤学の星野洋平教授を基調講演にお迎えします。ワークショップは、原
則として⾼等教育関係者を対象として実施しますが、基調講演のみ、ロボット・AI等に興味のある農業関
係者の⽅等の参加も可能です。 

開 催：9⽉13⽇(⾦)  
会 場：⼭形⼤学⼩⽩川キャンパスA5（基盤教育3） 
申込み：9⽉1⽇(⽇)まで 

 
 

3. ⾼校⽣対象『⽣物の多様性を考える−⼟壌微⽣物・植物・昆⾍間の相互作⽤−』開催 
〜9⽉28⽇（⼟）、鶴岡キャンパスで開催〜 

⾼校⽣を対象に本学の最先端の研究成果の⼀端を紹介しながら⼤学での実験・実習を体験してもらうプ
ログラムです。 

⽇ 時：9⽉28⽇(⼟) 9:00〜15:15 
会 場：⼭形⼤学鶴岡キャンパス 農学部3号館401講義室 
対 象：⾼校⽣／定員20名 
申込み：9⽉13⽇(⾦)まで※定員になり次第終了 

 
 

4. アフリカ地域の農業関係者が⼭形⼤学農学部で研修を開始 
〜アフリカ地域稲作後処理研修〜 

8⽉19⽇(⽉)〜9⽉27⽇(⾦)の約６週間にわたり、アフリカから17名の研修⽣が農学部で研修を開
始します。稲作収穫後理論の学習、稲刈実習、乾燥施設・農業機械⼯場の⾒学などを⾏う予定です。 
 
 

5. ⼩学⽣対象「夏だ！科学体験教室」を庄内で開催 
夏休みの期間中⼦どもたちに科学の楽しさと不思議さを体験してもらう科学体験教室を今年も庄内で開

催します。 
⽇ 時：8⽉10⽇（⼟） 10:00 ~15:00頃 
会 場：エスモール（鶴岡市錦町2-21）  
参加費：無料 
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6. 地域教育⽂化学部公開講座「ウォータレス・リトグラフ体験」を開催 

⼯程が難しいとされてきたリトグラフをわかりやすく解説し、簡便でスピーディーに制作できる近年開
発された新技法ウォータレス・リトグラフを紹介します。 

⽇ 時：10⽉19⽇(⼟)･26⽇(⼟)10:30~16:10 
会 場：地域教育⽂化学部１号館132演習室 
対 象：⼀般市⺠（定員20名） 
受講料：3,000円  
申込み：9⽉27⽇(⾦)まで 
 
 

7. シンポジウム「『昭和』を⽣きた台湾⻘年 王育徳」開催 
〜⽇本で育まれた台湾の⺠主化運動〜 
⼭形市の友好提携都市、台湾・台南市⽣まれの王育徳に関するシンポジウムを開催します。 

⽇ 時：8⽉25⽇（⽇） 13:00〜16:00 
会 場：⼭形⼤学⼩⽩川キャンパス⼈⽂社会科学部205教室 
申込み：8⽉7⽇(⽔)まで 
 

 
 
 

※これまでの定例会⾒でお知らせしたもので、開催が迫っているイベント 
◎ OSHINのふるさとでインドネシアの留学⽣が農業を学びます 

〜さくらサイエンスプラン2019年度第1回採択事業〜 
科学技術振興機構（JST）が実施する「⽇本・アジア⻘少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラ

ン）」2019年度公募・第1回審査において、本学の交流計画が採択されました。プログラムでは、
「OSHINのふるさと⼭形から考える世界の環境保全と持続可能な農業」をテーマに、8⽉1⽇から8⽉7⽇ま
での7⽇間、インドネシアの２⼤学から合計15名の学⽣・教員を招聘します。  

 
 
 











配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）7⽉25⽇ 

第21回基盤教育ワークショップの開催について 
【本件のポイント】  

● ⾼等教育の質の向上とその保証が、以前にも増して求められている現在に
おいて、本ワークショップでは、⼤学をはじめとする⾼等教育全般の発展
を⽬的とし、開催するものです。 

● 基調講演として、農業⽤ロボット・AI技術研究の第1⼈者である北⾒⼯業⼤
学教授の星野洋平⽒より講演いただくほか、有識者の⽅をお招きして3つの
テーマにより分科会も実施します。 

● 対象者は、原則として⾼等教育関係者とさせていただきますが、基調講演
のみ、ロボット・AI等に興味のある農業関係者の⽅等の参加も可能です。 

 
【概要】 
 ⼭形⼤学教育開発連携⽀援センターでは、⼤学教育の発展を⽬的として、本学の教職員および学外からの参加
者が⼀緒に議論を深め、相互研鑽を図る「基盤教育ワークショップ」を平成 11 年から開催しています。21 回⽬
となる今回は、農業⽤ロボット・AI 技術研究の第 1 ⼈者である北⾒⼯業⼤学の星野洋平教授を基調講演の講師と
して迎えます。北⾒⼯業⼤学では平成 30 年 7 ⽉にオホーツク農林⽔産⼯学連携研究推進センター(通称 Caffe)を
設置し、農業・林業・⽔産業における労働⼒不⾜に対抗するため、研究レベルにとどまらず実⽤化を最終⽬標と
した⼀次産業へのロボット技術の導⼊やＡＩ技術の応⽤を⽬指した研究と教育に取り組んでいます。こういった
取り組みを紹介し、⼀次産業を⽀える⼯学技術を持った⼈材育成のための教育について参加者とともに考えま
す。ワークショップは、原則として⾼等教育関係者を対象として実施しますが、基調講演のみ、ロボット・AI 等
に興味のある農業関係者の⽅等の参加も可能です。  
 

  【開催要項】 
 ⽇時：令和元年 9 ⽉ 13 ⽇(⾦) 開場 9 時、10 時〜16 時 30 分 
 場所：⼭形⼤学⼩⽩川キャンパス A5（基盤教育 3） 
 プログラム 
   10:00 開会 
   10:15−12:00 基調講演「農業における⼈⼿不⾜と求められる⾃動化・ロボット化 

−北海道の⼤規模農業とロボット・AI 技術の研究・教育−」 
             講師 北⾒⼯業⼤学 オホーツク農林⽔産校学連携研究推進センター 

副センター⻑（農業連携）教授 星野洋平⽒ 
      12:00−13:30 休憩 
      13:30−16:30 ラウンドテーブル 
             第 1 分科会 「これからのデータサイエンス教育〜何を学ぶ？何が求められる？〜」 
             第２分科会 「⾼⼤連携における⼤学の役割」 
             第 3 分科会 「地域学習・協同学習型授業の展望」 
      ※参加料無料 
      ※詳細やお申し込み⽅法については、以下 URL をご確認ください。 

http://www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/tsubasa/news/images/2019WS.pdf 
 
 お問い合わせ 

⼩⽩川キャンパス事務部教務課教育企画担当（佃） 
TEL  023-628-4720  メール k3cen＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 





 
＜分科会内容＞  

昨今、文系理系を問わずデータサイエンスに長けた人材の育成が叫ばれています。では、具体的  

にどのようなスキルを持った人材をどのような方法で育成すればよいのでしょうか？この分野は近  

年急激に重要度を増したということもあり、その教育に関しては現在進行形で議論が進んでいると  

ころです。本分科会では、政府の動向や各大学での取り組みの紹介を元に、これからのデータサイ  

エンス教育の在り方について議論します。  

本分科会は「第 1部：文系を含む全学向けのデータサイエンス教育（低年次での教育）」及び  

「第 2部：理系向けのデータサイエンス教育（高年次での教育）」の 2部構成とし、それぞれのテー  

マについて、パネリストによる話題提供（各大学の取り組みの紹介、標準カリキュラム策定に向け  

た議論の紹介）および、一般参加者も含めたディスカッションを行います。  
 
 

第２分科会「高大連携における大学の役割」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ･･･ 山 形 大 学 理 学 部  教 授 栗山 恭直 

ﾊ ﾟ ﾈ ﾘ ｽ ﾄ     ･･･ 山 形 大 学 企 画 部  教 授 浅野 茂 

         東北芸術工科大学デザイン工学部 教授／高大接続推進部長 柚木  泰彦  

 
＜分科会内容＞  

高校では、学習指導要領の変更により「総合的な学習の時間」が「総合的な探求の時間」に代わ  

りました。 SSH等での理科研究には、大学が関わってきましたが、分野が理系だけでなく文系にも  

拡大されることになりました。 SSHでの文系あるいは、一般の普通科の高校で、探求活動の指導が  

模索され、大学が関わる事例が以前より増えてきました。東北芸術工科大学が山形県内の高校で大  

学生とともに活動を行っている事例を紹介してもらいます。大学の高校との連携について考えま  

す。また、山形大学では、初年次教育として学部混在型でスタートアップセミナーを 3年前から始  

めました。大学での学びの基本を中心に演習形式でグループワーク活動を行います。今後、大学に  

探究活動を経験した学生が入学してくるにあたり、内容を変更する必要が予想されます。  

フロアーの方と情報を共有し、今後の高大連携について討論したいと考えています。  

 
 

第３分科会「地域学習・協働学習型授業の展望」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ･･･ 山 形 大 学 学 士 課 程 基 盤 教 育 機 構  講 師 阿部 宇洋 

ﾊ ﾟ ﾈ ﾘ ｽ ﾄ     ･･･ 山形大学学士課程基盤教育機構  准教授 橋爪 孝夫 

         山 形 大 学 地 域 教 育 文 化 学 部  准 教 授 滝澤 匡 

 
＜分科会内容＞  

山形大学では、地域をキャンパスとして学ぶ科目「山形から考える」が必修化され３年目を迎え  

定着しつつあります。  

 一方で、「地域を意識的に見つめ直し、その中で具体的な課題発見・解決を考える講義」という  

本来の意義の面から見ると質の保証が課題になる場合もあります。  

 この分科会では、発表者が開講している「地域学習・協働学習型」授業による教育効果を検証し  

ながら授業事例を紹介していただき、参加者の方と情報を共有しながら「山形から考える」の展望  

を議論してみたいと思います。  

   

 

参加お申し込みはこちらから↓→  

https://em-q.kj.yamagata-u.ac.jp/index.php/425779?lang=ja 

参加申込〆切：令和元年９月１日（日） 

  
※後日申込確認メールをお送りします。３日以内（土日祝日、 8/13-8/16を除く）にメールが届かない
場合は、お手数ですが、０２３－６２８－４７２０までお問い合わせください。  

主催：山形大学教育開発連携支援センター／山形大学データサイエンス教育研究推進センター  

共催：北海道大学  数理・データサイエンス教育研究センター  

北見工業大学  

東北大学 大学院情報科学研究科  



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）７⽉25⽇ 

⾼校⽣対象特別プログラム 
 『⽣物の多様性を考える−⼟壌微⽣物・植物・昆⾍間の相互作⽤−』 

〜9⽉28⽇（⼟）、鶴岡キャンパスで開催〜 
 
【本件のポイント】  

●農学＝農業⽣産のイメージが強い⾼校⽣に、農学が⾷料・⽣命・環境に関
わる総合科学であることや研究分野を横断した学際的な研究の⾯⽩さを
伝えたい。 

●平成20年度から同プログラムを実施し、今年度12回⽬。 
●修了⽣には未来博⼠号を授与 

【概要】 

⼭形⼤学農学部では、9⽉28⽇（⼟）に鶴岡キャンパスで、⾼校⽣を対象に本学の最先端の研究成果の⼀端を紹
介しながら⼤学での実験・実習を体験してもらうプログラム「ひらめき☆ときめきサイエンス〜ようこそ⼤学
の研究室へ〜KAKENHI『⽣物の多様性を考える−⼟壌微⽣物・植物・昆⾍間の相互作⽤−』を開催します。
（参加無料、要事前申込）。本プログラムでは、⼟壌微⽣物・植物・昆⾍間の相互作⽤についてインドネシア
と⽇本で実施した研究成果を紹介し、⼟壌微⽣物・植物・昆⾍を対象としたそれぞれの実験・実習を⾏いま
す。また、プログラム中は実施担当の教員のほか、本学の⼤学院⽣・学部⽣・留学⽣と⼀緒に楽しく交流でき
ます。今年も多くの⾼校⽣のご参加をお待ちしています。 

 
【プログラムの⽇程および内容】 

開催⽇時： 令和元年 9 ⽉ 28 ⽇（⼟） 9 時 00 分〜15 時 15 分 
開催場所： ⼭形⼤学農学部 3 号館 401 講義室（鶴岡市若葉町 1-23） 
対  象： ⾼校⽣／定員20 名 
参 加 費： 無料（昼⾷付き） 
内  容： 【講 義】⽣物の多様性を考える−⼟壌微⽣物・植物・昆⾍間の相互作⽤− 
      【実験 1】⼟壌微⽣物を観察する−菌根菌の役割− 

【実験 2】植物を分析する−ポリフェノールの役割− 
【実験 3】昆⾍を観察する−植⾷者と捕⾷者との関係− 
 

申込締切： 令和元年 9 ⽉ 13 ⽇（⾦） ※定員になり次第終了 
＊詳細は別添の資料をご覧ください。 
 

 
 お問い合わせ   ⼭形⼤学鶴岡キャンパス事務部総務課企画広報室 

TEL  0235-28-2911   
メール nosenken@jm.kj.yamagata-u.ac.jp．yamagata-u.ac.jp 







配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 
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PRESS RELEASE    

                                令和元年7⽉25⽇ 

アフリカ地域の農業関係者が山形大学農学部で研修を開始 
〜アフリカ地域稲作後処理研修〜 

【本件のポイント】  
  ●8⽉１９⽇（⽉）より、アフリカ１４ヵ国１7名の研修⽣が『アフリカ    

地域稲作収穫後処理コース』研修を開始。 
  ●約６週間にわたり稲作収穫後理論の学習、稲刈実習、乾燥施設・農業機  

械⼯場の⾒学などを⾏う。 
  ●本研修では、⼭形県、秋⽥県、鶴岡市、JA鶴岡、地元⽣産者等が協⼒。   
  ●最終⽇に、研修⽣によるそれぞれの国の課題改善と技術普及プランの発 

表および修了書授与式を⾏う。 

【概要】 

8⽉１９⽇（⽉）より、アフリカ１４ヵ国１7名の研修⽣が本学農学部において『アフリカ地域稲作収穫後処
理コース』研修を開始します。⽇本有数の⽶どころ庄内で、約６週間にわたり稲作収穫後理論の学習、稲刈実
習、乾燥施設・農業機械⼯場の⾒学などを⾏います。今年も⼭形県、秋⽥県、鶴岡市、JA鶴岡、地元⽣産者の
協⼒を得て本研修を実施する予定です。研修最終⽇には、研修⽣がそれぞれの国の課題改善と技術普及プラン
の発表を⾏なった後、修了書授与式が⾏なわれます。 

 
★研修期間 ： 令和元年８⽉１９⽇（⽉）〜９⽉２７⽇（⾦） 
★参 加 国 ： エチオピア、カメルーン、ギニア、コートジボワール、コンゴ⺠主共和国、ザンビア、 

シエラレオネ、スーダン、セネガル、トーゴ、ブルキナファソ、ベナン、マダガスカル、 
マラウイ 

★使⽤⾔語 ： 英語・フランス語 
★コーディネーター ： ⽚平 光彦 教授（⽣産機械システム⼯学）、⾓⽥ 憲⼀ 准教授（栽培⼟壌学）、 

佐々⽊ 由佳 准教授（栽培⼟壌学） 
【背景】 

アフリカ開発会議（TICAD）において、⽇本政府はアフリカ諸国の稲作発展に貢献することを約束していま
す。このような背景のもとで、本学農学部と独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構(JICA）は、平成20年よりアフリカ諸
国を対象にした⽶⽣産に関わるさまざまな技術研修を実施してきました。現在、稲作技術者を対象としたJICA
と⼤学による研修事業は国内で⼭形⼤学のみが実施しています。 

【今後の展望】 
本研修ではこれまでに１６５名もの修了⽣を送り出しており、本学で得られた知識や技術はアフリカの多く

の国々へと広がっていると思われます。今後もこの研修事業を継続することにより、⼭形⼤学がアフリカの稲
作発展に対して貢献していきたいと考えています。 
 
 
 
 
 

 

お問い合わせ  
学術研究院 教授 ⽚平 光彦（農学部担当） 
⼭形⼤学鶴岡キャンパス事務部総務課企画広報室 内⽥ 
TEL  0235-28-2910  メール nosenken＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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お問い合わせ  
学術研究院 教授 ⽚平 光彦（農学部担当） 
⼭形⼤学鶴岡キャンパス事務部総務課企画広報室 内⽥ 
TEL  0235-28-2910  メール nosenken＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）7⽉25⽇ 

⼩学⽣対象「夏だ！科学体験教室」を庄内で開催 
 
【本件のポイント】  

●夏休みの期間中⼦どもたちに科学の楽しさと不思議さを体験してもらう科学
体験教室を今年も庄内で開催します。 

●⼦ども達の理科離れに⻭⽌めをかけることを⽬的に平成２５年度から県内各
地で開催しています。 

●⼭形⼤学SCITAセンター学⽣スタッフ、スライム、クラゲの各マイスターが
それぞれのブースで科学の⾯⽩さを伝えます。 

【概要】 

⼭形⼤学 SCITA センターでは、「やまがた科学の花咲く」プロジェクトで養成された『科学の花咲かせ隊』の
サイエンスコミュニケーターと⼭形⼤学 SCITA センター学⽣スタッフが科学を通して地域との交流を積極的に
⾏っています。 
毎年、夏休みには庄内で⼩学⽣を対象とした科学体験教室を実施しており、今年も科学の楽しさ、不思議さを伝

えます。⼭形⼤学 SCITA センター学⽣スタッフと『サイエンスコミュニケーター』スライムマイスター、クラゲ
マイスターがそれぞれブースを出展し⼀緒に⼦どもたちの指導にあたります。開催は、8 ⽉ 10 ⽇（⼟）鶴岡市の
エスモールで⾏います。 

【講座内容】 
開催⽇時 ： 令和元年 8 ⽉ 10 ⽇（⼟） １０時 〜１５時頃 
開催場所 ： エスモール（鶴岡市錦町2-21） 1 階 ヒカリの広場、２階 まなびの広場  
講座内容 ： 参加者に各マイスター、⼭形⼤学ＳＣＩＴＡセンター学⽣スタッフが各ブースで科学体験をして

もらいます。 
・スライムマイスター ： のび〜るスライムとスライムボールの作成 
・クラゲマイスター  ： クラゲタふれあいコーナー クラゲタッチと展⽰ 
・SCITA センター学⽣スタッフ ： 泡の出るしゅわしゅわ⼊浴剤の作成 

           
【申込⽅法等】 直接会場にお越しください。 
        参加料 無料 

 
※ ⼭形⼤学 SCITA センターは、理科学習の普及活動を促進するための本学独⾃の「やまがた未来科学プロジェク

ト」に基づき、科学的思考能⼒を備えた将来の⼭形あるいは⽇本を⽀える⼈材を育成する⽬的で設置されました。
養成されたサイエンス・コミュニケーター（スライムマイスター、クラゲマイスター、蔵王マイスター、⽉⼭マ
イスター）たちは、『科学の花咲かせ隊』として地域や家庭で科学の不思議さや⾯⽩さを教えるイベント等で活
躍しています。⼩学⽣から⼤⼈まで、全県⺠を対象に開催する体験型の科学実験教室プログラムイベントを提供
して昨年は約8,000 ⼈の⽅に参加いただきました 

 
  
 

 
 

お問い合わせ    
⼭形⼤学ＳＣＩＴＡセンター（棚井） 
電話 023-628-4517 









配布先：学⻑定例記者会⾒参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）7⽉25⽇ 

シンポジウム「『昭和』を⽣きた台湾⻘年 王育徳」開催 
〜⽇本で育まれた台湾の⺠主化運動〜 

【本件のポイント】  
●⼭形市の友好提携都市、台湾・台南市⽣まれの王育徳に関するシンポジウムを開催。 
●王の台湾語研究について本学の中澤信幸教授が、王の⺠主化運動について次⼥・王明

理⽒が講演し、それらの歴史的意味について討論する。 
●このシンポジウムを通して、⼭形市と台南市との相互理解のさらなる深化を⽬指す。 
 

【概要】 

⼭形市は台南市と友好都市提携を結びましたが、実際の交流はまだまだこれからです。その交流を深めるため
には、お互いの歴史や⽂化を知ることが重要です。台南市出⾝の偉⼈・王育徳（1924〜1985）は⽇本統治時代の
台湾で教育を受け、その後東京帝国⼤学に⼊学しました。戦争のため台湾に戻りましたが、「⼆⼆⼋事件」とそ
の後の恐怖政治をきっかけに、⽇本に亡命しました。その後は⾃分の⺟語である台湾語の研究を進め、また⽇本
で台湾独⽴運動、⺠主化運動に奔⾛しました。これに加えて、台湾⼈元⽇本兵⼠の補償問題にも取り組みました。 

昨年には、王の活動を顕彰した「王育徳記念館」が台南にオープンしました。 
この王の台湾語研究、また台湾独⽴運動や台湾⼈元⽇本兵⼠の補償問題について知ることで、その背景となっ

た台湾や台南の歴史・⾔語・⽂化について考えていきます。 
【⽇時】 

2019 年 8 ⽉ 25 ⽇（⽇） 13:00〜16:00 
 

【場所】 
⼭形⼤学⼩⽩川キャンパス⼈⽂社会科学部 205 教室 
 

【講演者・題⽬】 
中澤信幸（⼭形⼤学学術研究院教授、⼭形⼤学都市・地域学研究所所⻑） 

「王育徳の台湾語研究の意味」 
王明理（台湾独⽴建国聯盟⽇本本部委員⻑） 

「王育徳と台湾⺠主化運動」 
 
モデレーター 松尾剛次（⼭形⼤学名誉教授、⼭形⼤学都市・地域学研究所名誉所⻑） 
 

【主催】 
⼭形⼤学都市・地域学研究所 
 

【申し込み】 
参加ご希望の⽅は、電話または電⼦メールにて、お名前とご連絡先をお知らせください。 
※参加費（資料代）として200 円を頂戴いたします。 
電話 023-628-4871（⽉〜⽔・⾦曜⽇午前中のみ）  電⼦メール toshiken@human.kj.yamagata-u.ac.jp 
 
 お問い合わせ 

学術研究院教授 中澤信幸（⽇本語学） 
TEL  023-628-4822  メール  nakazawa@human.kj.yamagata-u.ac.jp 





シンポジウム

「昭和」を生きた台湾青年 王育徳
―日本で育まれた台湾の民主化運動―

山形市は台南市と友好都市提携を結びましたが、実際の交流はまだまだこれからです。
その交流を深めるためには、お互いの歴史や文化を知ることが重要です。
台南市出身の偉人として、王育徳（1924～1985）が挙げられます。王は日本統治時代の

台湾で教育を受け、その後東京帝国大学に入学しました。戦争のため台湾に戻りましたが、
「二二八事件」とその後の恐怖政治をきっかけに、日本に亡命しました。その後は自分の
母語である台湾語の研究を進め、苦労の末『台湾語常用語彙』（永和語学社、1957）等の
さまざまな著作を出しました。その研究は東京大学に提出した博士学位請求論文『閩音系
研究』（1968）に結実しています。
王は明治大学で教授となった他、いくつもの大学で教鞭を執りました。特に東京外国語

大学での台湾語講座は、世界初の台湾語の授業となりました。
一方、王は1960年に台湾青年社を創設し、台湾独立運動へと邁進していきます。当時の

台湾は国民党政権による戒厳令が続き、いまだ民主化してはおりませんでした。王はこの
ような政治体制からの「独立」、また台湾は中華人民共和国とも異なるという意味での
「独立」を主張しました。その活動は現在も台湾独立建国聯盟で継続中です。
これに加えて、王は台湾人元日本兵士の補償問題にも取り組みました。日本との直接の

国交がない中で、王は元兵士たちへの補償を実現すべく尽力し、それがライフワークにも
なりました。
昨年には、王の活動を顕彰した「王育徳記念館」が台南にオープンしました。
この王の台湾語研究、また台湾独立運動や台湾人元日本兵士の補償問題について知るこ

とで、その背景となった台湾や台南の歴史・言語・文化について考えていきます。

アクセス
山形大学小白川キャンパス
〒990-8560 山形県山形市小白川町1-4-12
・JR山形駅から
東方へ約2km（徒歩25分）
ベニちゃんバス「東くるりん 東原町先回りコース」で
「山大前」下車（所要時間約9分）
市内路線バス「県庁前・県庁北口行き」で「南高前・山
大入口」下車（所要時間約6分）、そこから徒歩約7分

・JR仙台駅から
高速バス「山形行き」で「南高前・山大入口」下車（所
要時間約55分）、そこから徒歩約7分

お問い合わせ 山形大学都市・地域学研究所
☎023-628-4871 ✉toshiken@human.kj.yamagata-u.ac.jp

中澤信幸 Nakazawa Nobuyuki
三重県四日市生まれ。山形大学人文社会科学部教授。山形大学都市・地域学研究所所長。日台
政策研究所理事。名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程修了。博士（文学）。専門は言語
学、日本語音韻史、日本漢字音、中国語音韻史、台湾語など。台湾とは2002～04年に大学の日
本語教員として奉職して以来、関わりを持ち続けている。著書は『中近世日本における韻書受
容の研究』（おうふう、2013）。また「日本語教育における台湾語音活用と「日台基本漢
字」」（『台灣文學研究』8、国立成功大学台湾文学系、2015）、「東方孝義編『台日新辞
書』所収語彙の特徴」（『天理臺灣學報』27、2018、共著）等、台湾語に関する論考多数。

王明理 Ō Meiri
東京生まれ。慶應義塾大学文学部英米文学科卒業。台湾独立運動に尽力した父・王育徳の意志
を受け継いで、台湾独立建国聯盟日本本部委員長に就任。『王育徳全集』編集委員。著書は詩
集『ひきだしが一杯』（創造書房、2003）、翻訳書『本当に「中国は一つ」なのか』（ジョ
ン・J・タシク著、草思社、2005）ほか。編著として王育徳の回想をまとめた『「昭和」を生
きた台湾青年 日本に亡命した台湾独立運動者の回想1924-1949』（草思社、2011）。

講師の紹介


